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９ 県立高校の男女共学・別学について 

（１）男女共学と男女別学に対する考え 

 

問31 男女共学と男女別学のどちらの考え方に賛成ですか。次の中から１つ選んでください。 

［ｎ＝1,316］ 

１ 男女共学に賛成である                          40.5％ 

２ どちらかというと男女共学に賛成である                  22.8 

３ どちらともいえない                           26.4 

４ どちらかというと男女別学に賛成である                   5.2 

５ 男女別学に賛成である                           2.2 

 （無回答）                                 2.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体でみると、「男女共学に賛成である」（40.5％）と「どちらかというと男女共学に賛成である」

（22.8％）の２つを合わせた『共学に賛成』（63.3％）は６割を超えている。一方、「どちらかとい

うと男女別学に賛成である」（5.2％）と「男女別学に賛成である」（2.2％）の２つを合わせた『別

学に賛成』は7.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年の調査結果と比較すると、『共学に賛成』が10.5ポイント減少している。 

（ｎ＝1,316）

どちらとも
いえない
26.4%

どちらかという
と男女共学に
賛成である
22.8%

男女別学に
賛成である
2.2%

男女共学に
賛成である
40.5%

無回答
2.8%どちらかという

と男女別学に
賛成である
5.2%

『共学に賛成』 『別学に賛成』

男女共学に
賛成である

どちらかという
と男女共学に
賛成である

どちらとも
いえない

どちらかという
と男女別学に
賛成である

男女別学に
賛成である

無回答

n (％)

平 成 27 年 (1,316) 63.3 7.4

平 成 14 年 (1,328) 73.8 11.952.3

40.5

21.5

22.8

12.3

26.4

7.2

5.2

4.7

2.2

2.0

2.8

共学に
賛 成
（ 計 ）

別学に
賛 成
（ 計 ）
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［性別・性／年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、『共学に賛成』では〈男性〉（65.1％）が〈女性〉（62.2％）より2.9ポイント高くな

っている。 

性／年齢別でみると、『共学に賛成』では〈男性50歳代〉が75.2％、〈女性30歳代〉が75.0％と高

くなっている。 

『共学に賛成』 『別学に賛成』

男女共学に
賛成である

どちらかという
と男女共学に
賛成である

どちらとも
いえない

どちらかという
と男女別学に
賛成である

男女別学に
賛成である

無回答

ｎ

(1,316) 63.3 7.4

（％）

( 609) 65.1 7.9

( 671) 62.2 7.2

20 歳 代 ( 46) 71.7 8.7

30 歳 代 ( 69) 63.7 7.2

40 歳 代 ( 87) 67.8 9.2

50 歳 代 ( 113) 75.2 3.6

60～64歳 ( 88) 65.9 10.2

65～69歳 ( 81) 60.5 7.4

70歳以上 ( 125) 55.2 9.6

20 歳 代 ( 63) 61.9 7.9

30 歳 代 ( 80) 75.0 6.3

40 歳 代 ( 99) 66.7 11.1

50 歳 代 ( 126) 62.7 6.4

60～64歳 ( 72) 68.1 1.4

65～69歳 ( 83) 54.2 4.8

70歳以上 ( 148) 53.4 9.4

【性／年齢別】

男
　
　
　
　
性

女
　
　
　
　
性

全 体

【 性 別 】

男 性

女 性

40.5

43.3

38.5

56.5

47.8

48.3

51.3

36.4

39.5

32.8

38.1

50.0

41.4

38.9

40.3

34.9

31.1

22.8

21.8

23.7

15.2

15.9

19.5

23.9

29.5

21.0

22.4

23.8

25.0

25.3

23.8

27.8

19.3

22.3

26.4

25.1

27.6

17.4

29.0

23.0

20.4

22.7

30.9

29.6

30.2

18.8

22.2

29.4

27.8

38.6

27.0

5.2

5.6

5.1

6.5

5.8

6.9

2.7

5.7

6.2

6.4

6.3

6.3

7.1

3.2

1.4

2.4

7.4

2.2

2.3

2.1

2.2

1.4

2.3

0.9

4.5

1.2

3.2

1.6

0.0

4.0

3.2

0.0

2.4

2.0

2.8

1.8

3.1

2.2

0.0

0.0

0.9

1.1

1.2

5.6

0.0

0.0

0.0

1.6

2.8

2.4

10.1

共学に
賛 成
（ 計 ）

別学に
賛 成
（ 計 ）
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［地域別・市町別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別でみると、『共学に賛成』では〈県北地域〉が67.6％と高くなっている。 

市町別でみると、大きな傾向の違いはみられない。 

『共学に賛成』 『別学に賛成』

男女共学に
賛成である

どちらかという
と男女共学に
賛成である

どちらとも
いえない

どちらかという
と男女別学に
賛成である

男女別学に
賛成である

無回答

ｎ

全 体 (1,316) 63.3 7.4

【 地 域 別 】 （％）

県 北 地 域 ( 309) 67.6 6.2

県 央 地 域 ( 547) 63.5 7.9

県 南 地 域 ( 444) 60.6 7.9

【 市 町 別 】

宇 都 宮 市 ( 344) 64.0 9.6

宇都宮市以外
の 市

( 735) 63.8 7.5

町 ( 209) 62.6 4.343.5

41.2

38.7

40.1

39.7

43.7

40.5

19.1

22.6

25.3

20.5

23.8

23.9

22.8

31.6

25.7

25.6

27.7

27.1

24.6

26.4

2.4

5.6

6.4

5.9

5.5

3.9

5.2

1.9

1.9

3.2

2.0

2.4

2.3

2.2

1.4

3.0

0.9

3.8

1.6

1.6

2.8

共学に
賛 成
（ 計 ）

別学に
賛 成
（ 計 ）
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（２）男女共学に賛成する理由 

 

（問31で選択肢「男女共学に賛成である」、「どちらかというと男女共学に賛成である」を

選んだ方のみお答えください） 

問31－１ 共学に賛成する主な理由は何ですか。次の中から２つまで選んでください。 

［ｎ＝833］ 

１ 男女が一緒に学ぶ方がより自然であると思うから              62.7％ 

２ 男性・女性にとらわれることなく、個性や能力を発揮できる社会づくりのため 

に必要だと思うから                           65.2 

３ 異性が互いに理解できると思うから                    30.6 

４ 男女共学の方が楽しいと思うから                     17.6 

５ その他                                  1.8 

 （無回答）                                 0.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成14年では「異性が互いに理解できると思うから」は「男性と女性の特性が理解できると思うから」として

いた。 

全体でみると、「男性・女性にとらわれることなく、個性や能力を発揮できる社会づくりのために

必要だと思うから」（65.2％）が６割半ばで最も高く、次いで「男女が一緒に学ぶ方がより自然であ

ると思うから」（62.7％）、「異性が互いに理解できると思うから」（30.6％）、「男女共学の方が楽

しいと思うから」（17.6％）の順となっている。 

平成14年の調査結果と比較すると、「男性・女性にとらわれることなく、個性や能力を発揮でき

る社会づくりのために必要だと思うから」が7.0ポイント増加している。 

【平成14年】 【平成27年】

男性・女性にとらわれることなく、
個性や能力を発揮できる社会づくり

のために必要だと思うから

男女が一緒に学ぶ方がより自然である
と思うから

異性が互いに理解できると思うから

男女共学の方が楽しいと思うから

その他

（ｎ＝980） 無回答 （ｎ＝833）

65.2

62.7

30.6

17.6

1.8

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70（％）（％）

58.2

60.2

31.5

16.5

0.5

0.2

010203040506070
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［性別・性／年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「男性・女性にとらわれることなく、個性や能力を発揮できる社会づくりのために

必要だと思うから」では〈女性〉（73.4％）が〈男性〉（56.9％）より16.5ポイント高くなっている。

「男女共学の方が楽しいと思うから」では〈男性〉（21.2％）が〈女性〉（14.1％）より7.1ポイント

高くなっている。 

性／年齢別でみると、「男性・女性にとらわれることなく、個性や能力を発揮できる社会づくりの

ために必要だと思うから」では〈女性60～64歳〉が81.6％、〈女性40歳代〉が80.3％と高くなってい

る。「男女が一緒に学ぶ方がより自然であると思うから」では〈女性65～69歳〉が75.6％、〈女性70

歳以上〉が73.4％と高くなっている。「男女共学の方が楽しいと思うから」では〈男性20歳代〉が

54.5％、〈女性20歳代〉が43.6％と高くなっている。 

ｎ
(833)

(397)
(417)

【性／年齢別】
20 歳 代 ( 33)
30 歳 代 ( 44)
40 歳 代 ( 59)
50 歳 代 ( 85)
60～64歳 ( 58)
65～69歳 ( 49)
70歳以上 ( 69)

　
20 歳 代 ( 39)
30 歳 代 ( 60)
40 歳 代 ( 66)
50 歳 代 ( 79)
60～64歳 ( 49)
65～69歳 ( 45)
70歳以上 ( 79)

男
　
　
　
性

女
　
　
　
性

全 体

男 性
女 性

【 性 別 】
56.9
73.4

39.4
59.1

55.3
62.1
71.4

80.3
69.6
81.6

64.4
70.9

65.2

63.8

42.4

71.8
75.0

0 20 40 60 80 100

□男性・女性に
   とらわれること
   なく、個性や
   能力を発揮で
   きる社会づくり
   のために必要
   だと思うから

□男女が一緒に
   学ぶ方がより
   自然であると
   思うから

□異性が互いに
   理解できると
   思うから

□男女共学の
   方が楽しいと
   思うから

□その他

64.7
60.9

51.5
68.2

71.8
70.7
67.3

51.5
64.6
67.3
75.6
73.4

62.7

63.8

52.5

28.2
55.0

0 20 40 60 80 100

33.2
28.3

33.3
18.2

31.8
34.5
32.7

25.8
38.0
24.5
28.9
26.6

23.3
28.2

37.3

40.6

30.6

0 20 40 60 80 100

21.2
14.1

54.5
34.1

20.0
12.1
2.0

19.7
11.4
8.2
6.7
3.8

16.7
43.6

33.9

8.7

17.6

0 20 40 60 80 100

1.3
2.4

0.0
2.3

4.7
0.0
0.0

3.0
5.1
0.0
0.0
0.0

5.0
2.6

0.0

0.0

1.8

0 20 40 60 80 100(%) (%) (%) (%) (%)
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［地域別・市町別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別でみると、「男女が一緒に学ぶ方がより自然であると思うから」では〈県北地域〉が67.5％

と高くなっている。 

市町別でみると、「男性・女性にとらわれることなく、個性や能力を発揮できる社会づくりのため

に必要だと思うから」では〈宇都宮市〉が68.2％と高くなっている。「男女が一緒に学ぶ方がより自

然であると思うから」では〈町〉が66.4％と高くなっている。 

ｎ
全 体 (833)
【 地 域 別 】
県 北 地 域 (209)
県 央 地 域 (347)
県 南 地 域 (269)
【 市 町 別 】
宇 都 宮 市 (220)
宇都宮市以外の市 (469)

町 (131)

65.1
67.7

68.2

62.6

65.2

62.5

64.4

0 20 40 60 80

□男性・女性に
   とらわれること
   なく、個性や
   能力を発揮で
   きる社会づくり
   のために必要
   だと思うから

□男女が一緒に
   学ぶ方がより
   自然であると
   思うから

□異性が互いに
   理解できると
   思うから

□男女共学の
   方が楽しいと
   思うから

□その他

67.5
62.0

60.0

66.4

62.7

60.2

63.3

0 20 40 60 80

30.6
28.5

30.5

29.0
31.3

32.7

30.6

0 20 40 60 80

17.7
19.3

15.9

19.1
18.1

16.0

17.6

0 20 40 60 80

1.4
2.0

1.8

1.5
1.9

1.9

1.8

0 20 40 60 80(%) (%) (%) (%) (%)
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（３）男女別学に賛成する理由 

 

（問31で選択肢「どちらかというと男女別学に賛成である」、「男女別学に賛成である」を

選んだ方のみお答えください） 

問31－２ 別学に賛成する主な理由は何ですか。次の中から２つまで選んでください。 

［ｎ＝98］ 

１ 異性の目を気にすることなく、学習や部活動に集中できると思うから     65.3％ 

２ 異性に頼ることなく、自分で解決しようとする自主性・自立性が身につくと 

思うから                                24.5 

３ 男女別学で築かれた伝統・校風は、変えない方がよいと思うから       69.4 

４ 男女別学の方が楽しいと思うから                     10.2 

５ その他                                  6.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成14年では「異性に頼ることなく、自分で解決しようとする自主性・自立性が身につくと思うから」は「異

性に頼ることなく、何事も自分で解決しようとする自主性・自立性が身につき、個々の能力を発揮できるよう

になると思うから」としていた。 

※平成14年では「男女別学で築かれた伝統・校風は、変えない方がよいと思うから」は「男女別学で築かれた伝

統・校風にはそれぞれ魅力があり、変えない方がよいと思うから」としていた。 

 

全体でみると、「男女別学で築かれた伝統・校風は、変えない方がよいと思うから」（69.4％）が

ほぼ７割で最も高く、次いで「異性の目を気にすることなく、学習や部活動に集中できると思うか

ら」（65.3％）、「異性に頼ることなく、自分で解決しようとする自主性・自立性が身につくと思う

から」（24.5％）、「男女別学の方が楽しいと思うから」（10.2％）の順となっている。 

平成14年の調査結果と比較すると、「異性に頼ることなく、自分で解決しようとする自主性・自

立性が身につくと思うから」が16.6ポイント減少している。一方、「男女別学で築かれた伝統・校風

は、変えない方がよいと思うから」が13.7ポイント増加している。 

【平成14年】 【平成27年】

男女別学で築かれた伝統・校風は、
変えない方がよいと思うから

異性の目を気にすることなく、
学習や部活動に集中できると思うから

異性に頼ることなく、自分で解決しようと
する自主性・自立性が身につくと思うから

男女別学の方が楽しいと思うから

その他

（ｎ＝158） 無回答 （ｎ＝98）

69.4

65.3

24.5

10.2

6.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70（％）（％）

55.7

61.4

41.1

10.1

1.3

1.9

010203040506070



 －137－

［性別・性／年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「男女別学で築かれた伝統・校風は、変えない方がよいと思うから」では〈女性〉

（77.1％）が〈男性〉（62.5％）より14.6ポイント高くなっている。 

性／年齢別は基数が少ないため参考までに図示する。 

ｎ
( 98)

( 48)
( 48)

【性／年齢別】
20 歳 代 ( 4)
30 歳 代 ( 5)
40 歳 代 ( 8)
50 歳 代 ( 4)
60～64歳 ( 9)
65～69歳 ( 6)
70歳以上 ( 12)

　
20 歳 代 ( 5)
30 歳 代 ( 5)
40 歳 代 ( 11)
50 歳 代 ( 8)
60～64歳 ( 1)
65～69歳 ( 4)
70歳以上 ( 14)

全 体

男 性
女 性

【 性 別 】

男
　
　
　
性

女
　
　
　
性

62.5
77.1

25.0
40.0

100.0
77.8

33.3

72.7
87.5
100.0

75.0
64.3

80.0
100.0

62.5

75.0

69.4

0 20 40 60 80 100

□男女別学で
   築かれた伝統・
   校風は、変え
   ない方がよいと
   思うから

□異性の目を気
   にすることなく、
   学習や部活動
   に集中できると
   思うから

□異性に頼ること
   なく、自分で解
   決しようとする自
   主性・自立性が
   身につくと思うから

□男女別学の
   方が楽しいと
   思うから

□その他

62.5
66.7

100.0
60.0

50.0
55.6
83.3

63.6
75.0

0.0
100.0

57.1

65.3

50.0

62.5

80.0
60.0

0 20 40 60 80 100

22.9
25.0

0.0
20.0

25.0
11.1
33.3

36.4
12.5
0.0
0.0

35.7

20.0
20.0

25.0

33.3

24.5

0 20 40 60 80 100

10.4
10.4

0.0
20.0

0.0
33.3

0.0

9.1
12.5
0.0
25.0
14.3

0.0
0.0

0.0

8.3

10.2

0 20 40 60 80 100

8.3
4.2

25.0
0.0

0.0
0.0
16.7

0.0
12.5
0.0
0.0
7.1

0.0
0.0

25.0

0.0

6.1

0 20 40 60 80 100(%) (%) (%) (%) (%)
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［地域別・市町別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別でみると、「男女別学で築かれた伝統・校風は、変えない方がよいと思うから」では〈県央

地域〉が81.4％と高くなっている。「異性に頼ることなく、自分で解決しようとする自主性・自立性

が身につくと思うから」では〈県南地域〉が34.3％と高くなっている。 

市町別でみると、「男女別学で築かれた伝統・校風は、変えない方がよいと思うから」では〈宇都

宮市〉が90.9％と高くなっている。「異性の目を気にすることなく、学習や部活動に集中できると思

うから」では〈宇都宮市以外の市〉が70.9％と高くなっている。「異性に頼ることなく、自分で解決

しようとする自主性・自立性が身につくと思うから」では〈宇都宮市以外の市〉が30.9％と高くな

っている。 

ｎ
全 体 ( 98)
【 地 域 別 】
県 北 地 域 ( 19)
県 央 地 域 ( 43)
県 南 地 域 ( 35)
【 市 町 別 】
宇 都 宮 市 ( 33)
宇都宮市以外の市 ( 55)

町 ( 9)

73.7
81.4

90.9

66.7

69.4

54.3

58.2

0 20 40 60 80 100

□男女別学で
   築かれた伝統・
   校風は、変え
   ない方がよいと
   思うから

□異性の目を気
   にすることなく、
   学習や部活動
   に集中できると
   思うから

□異性に頼ること
   なく、自分で解
   決しようとする自
   主性・自立性が
   身につくと思うから

□男女別学の
   方が楽しいと
   思うから

□その他

68.4
60.5

57.6

55.6

65.3

68.6

70.9

0 20 40 60 80 100

21.1
16.3

12.1

22.2
30.9

34.3

24.5

0 20 40 60 80 100

15.8
11.6

15.2

11.1
7.3

5.7

10.2

0 20 40 60 80 100

5.3
7.0

3.0

11.1
7.3

5.7

6.1

0 20 40 60 80 100(%) (%) (%) (%) (%)
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（４）県立高校の今後のあり方に対する考え 

 

問32 現在、栃木県内には共学校４８校、男子校５校、女子校６校の全日制県立高校があ

りますが、本県の県立高校の今後のあり方についてどのように考えますか。次の中

から１つ選んでください。 

［ｎ＝1,316］ 

１ 男女共学校と男女別学校の両方あるのがよい                34.4％ 

２ どちらかというと男女共学校と男女別学校の両方あるのがよい        26.4 

３ わからない                               18.2 

４ どちらかというとすべて男女共学校がよい                 13.8 

５ すべて男女共学校がよい                          4.0 

 （無回答）                                 3.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体でみると、「男女共学校と男女別学校の両方あるのがよい」（34.4％）と「どちらかというと

男女共学校と男女別学校の両方あるのがよい」（26.4％）の２つを合わせた『両方あるのがよい』

（60.8％）はほぼ６割となっている。一方、「どちらかというとすべて男女共学校がよい」（13.8％）

と「すべて男女共学校がよい」（4.0％）の２つを合わせた『すべて共学校がよい』（17.8％）は２割

近くとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年の調査結果と比較すると、『すべて共学校がよい』が11.2ポイント減少している。 

『両方あるのがよい』 『すべて共学校がよい』

男女共学校と男
女別学校の両方
あるのがよい

どちらかというと
男女共学校と男
女別学校の両方
あるのがよい

わからない
どちらかという
とすべて男女
共学校がよい

すべて男女
共学校がよい

無回答

（ｎ＝1,316）

わからない
18.2%

どちらかというと
男女共学校と
男女別学校の
両方あるのがよい

26.4%

すべて男女
共学校がよい

4.0%

男女共学校と
男女別学校の
両方あるのが

よい
34.4%

無回答
3.3%

どちらかというと
すべて男女共学
校がよい
13.8%

n (％)

平 成 27 年 (1,316) 60.8 17.8

平 成 14 年 (1,328) 59.9 29.034.7

34.4

25.2

26.4

8.3

18.2

21.5

13.8

7.5

4.0

2.8

3.3

両 方
あるの
がよい
（ 計 ）

すべて
共学校
がよい
（ 計 ）
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［性別・性／年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、『すべて共学校がよい』では〈男性〉（20.5％）が〈女性〉（15.1％）より5.4ポイン

ト高くなっている。 

性／年齢別でみると、『両方あるのがよい』では〈女性20歳代〉が79.4％、〈女性30歳代〉が76.3％

と高くなっている。『すべて共学校がよい』では〈女性70歳以上〉が25.0％、〈男性50歳代〉が24.8％

と高くなっている。 

『両方あるのがよい』 『すべて共学校がよい』

男女共学校と男
女別学校の両方
あるのがよい

どちらかというと
男女共学校と男
女別学校の両方
あるのがよい

わからない
どちらかという
とすべて男女
共学校がよい

すべて男女
共学校がよい

無回答

ｎ

(1,316) 60.8 17.8

（％）

( 609) 60.0 20.5

( 671) 62.2 15.1

20 歳 代 ( 46) 69.6 15.2

30 歳 代 ( 69) 66.7 18.8

40 歳 代 ( 87) 62.0 18.3

50 歳 代 ( 113) 57.5 24.8

60～64歳 ( 88) 60.2 23.9

65～69歳 ( 81) 65.5 22.3

70歳以上 ( 125) 49.6 17.6

20 歳 代 ( 63) 79.4 1.6

30 歳 代 ( 80) 76.3 12.6

40 歳 代 ( 99) 72.8 12.2

50 歳 代 ( 126) 65.8 19.1

60～64歳 ( 72) 50.0 16.7

65～69歳 ( 83) 63.8 6.0

70歳以上 ( 148) 41.8 25.0

男 性

【 性 別 】

全 体

女
　
　
　
　
性

男
　
　
　
　
性

【性／年齢別】

女 性

18.2

31.3

22.2

33.3

47.5

48.8

52.4

22.4

34.6

29.5

30.1

42.5

52.2

52.2

34.3

35.0

34.4

23.6

32.5

27.8

32.5

25.3

27.5

27.0

27.2

30.9

30.7

27.4

19.5

14.5

17.4

27.9

25.0

26.4

23.0

28.9

31.9

12.7

12.1

11.3

19.0

27.2

9.9

14.8

15.0

18.4

14.5

13.0

19.4

17.1

18.2

20.3

6.0

13.9

15.1

7.1

8.8

1.6

13.6

19.8

18.2

19.5

12.6

14.5

10.9

11.8

15.9

13.8

4.7

0.0

2.8

4.0

5.1

3.8

0.0

4.0

2.5

5.7

5.3

5.7

4.3

4.3

3.3

4.6

4.0

10.1

1.2

1.4

2.4

3.0

0.0

0.0

5.6

2.5

1.1

2.7

1.1

0.0

2.2

3.4

2.5

3.3

両 方
あるの
がよい
（ 計 ）

すべて
共学校
がよい
（ 計 ）
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［地域別・市町別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別でみると、『すべて共学校がよい』では〈県央地域〉が21.4％と高くなっている。 

市町別でみると、『両方あるのがよい』では〈宇都宮市以外の市〉が64.2％と高くなっている。『す

べて共学校がよい』では〈宇都宮市〉が21.8％と高くなっている。 

『両方あるのがよい』 『すべて共学校がよい』

男女共学校と男
女別学校の両方
あるのがよい

どちらかというと
男女共学校と男
女別学校の両方
あるのがよい

わからない
どちらかという
とすべて男女
共学校がよい

すべて男女
共学校がよい

無回答

ｎ

全 体 (1,316) 60.8 17.8

【 地 域 別 】 （％）

県 北 地 域 ( 309) 61.8 17.8

県 央 地 域 ( 547) 58.5 21.4

県 南 地 域 ( 444) 63.8 13.3

【 市 町 別 】

宇 都 宮 市 ( 344) 58.1 21.8

宇都宮市以外
の 市

( 735) 64.2 15.9

町 ( 209) 57.4 18.133.0

36.6

32.8

34.7

33.3

36.9

34.4

24.4

27.6

25.3

29.1

25.2

24.9

26.4

22.0

17.3

16.9

19.6

16.6

19.1

18.2

12.4

12.4

17.7

10.1

16.6

13.6

13.8

5.7

3.5

4.1

3.2

4.8

4.2

4.0

2.4

2.6

3.2

3.4

3.5

1.3

3.3

両 方
あるの
がよい
（ 計 ）

すべて
共学校
がよい
（ 計 ）


